
226.鬼室集斯墓碑について

1.はじめに

国際交流華やかりし昨今、日野町も他聞にもれず昭

和60年にブラジノレ国エンブー市と、平成2年に大韓民

国恩山面とそれぞれ姉妹都市提携を結んでいる。特に、

後者の場合は百済からの渡来人である鬼室集斯が取り

持つ縁によるもので、日野町大字小野の鬼室神社には

鬼室集斯の墓碑があり、恩山面には鬼室集斯の父親と

言われている鬼室福信を祭神とする恩山別神堂がある。

恩、山富とは姉妹都市提携調印以前から現在に至るまで、

数次にわたる使節団を相互に派遣し、荷国の交流を深

めている。このように恩、山田との国際交流を進めてい

る日野町にとって、鬼室集斯の墓碑は欠かすことので

きない存在となっている。

この鬼室集斯の墓碑については発見当初から真偽論

争が展開されるが①、『近江日野町志jに代表されるよ

うに研究者の間では贋作説が優位を占めていた九し

かし、思山屈との国際交流の盛り上がりと前後して、

近年になってこの論争が再燃し③、再びこの墓碑が、注

目されることとなった。

としてはあえてこの論争に加わるつもりはない

が、姉妹都市提携の発端となった墓碑であるにもかか

わらず、日野町にはそれについての公的な基礎資料が

全くなく、このままでは今後の交流に支障を来たすか

もしれないと考えられた。そこで、町内に所在する文

化財の 1っとして、実態を把握する目的で平成6年度

に実施した調査の成果を過去の研究をふまえた上で、

この紙面を借りて報告するものである。

2.大字小野と鬼室神社

大字小野は日野町の中央部北東よりに位置し、鈴鹿

山系より北西方向に派生する300m前後の丘陵地帯に

立地する。 30戸余りから成る集落は、竜王山を水源と

する佐久良JIIの支流である前日iが形成した右岸段丘上

にある。古くは西明寺村に属していたが、その後に分

村して小野村となったとされている。江戸時代は旗本

領、幕府領、大名領と領主が頻繁に替わり、寛永年間

(1624'""44)のお高は322石余となっている@。明治22

年に桜谷村に、同27年に東桜谷村に編入され、昭和30

年の町村合併以来、現在に宝っている@。集落内には、

釈迦如来を本尊とする曹洞宗西法寺と、後述する鬼霊

神社の他に、寛弘元年 (1004)創建と伝えられる天神

社の 1寺2社がある。

鬼室神社は元来不動明王を祭る不動堂であったが、

明治時代に西宮神社となり、さらに昭和30年11月に祭

神を鬼室集斯とする鬼室神社に改名された。現在は瓦

葺き 2間半田方の社殿であるが、かつては草葺きで2

間四万ないし 2間x1間半であったようである凡な

お、当社の棟札として次の 2点、が怯えられている⑦。
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なお、左側面の末尾文字は芳部分が欠損しているため

確定されていないが、従来からの研究によると「旗J• 
f残jイ姐j等と判読されている⑬。なお、朱鳥という

年号は元年のみで、その翠年は持統元年となり、朱鳥

3年は通常硲在しないことになる。ただし、干支をみ

ると、朱鳥元年は丙成で、持統冗年は丁亥、持統2年

は戊子となり、朱鳥元年を基準とすると朱鳥3年が戊

子となり干支のうえでは一応矛盾してはいない。

材質は従来の報告では流紋岩質凝灰岩とされていた

が⑬、この度、元大津市立科学博物館勤務の宇野光一氏

-天智十年正月是月条

[小錦下を以て、鬼室集斯 翠職頭ぞ。に授く。j

これらの記述から、鬼室集斯は百済復興活動の中心

となった鬼室補倍の親族(子か)とみられ、神崎@蒲

生向郡に遷住させられた百済移民の統括者的存在であ

ったと考えられている⑩。また、学職頭は現在でいう文

部大臣的な役職で、天智天皇の有能な側近の 1人であ

ったことがわかる。ちなみに、佐平は百済の16ある官

位の第1位で、 5人だけに与えられたものである。こ

れに対して、小錦下は天智3年 (664)に制定された冠

位二十六階制の第13位である。

されたのは文化2年 (1805)の

ことで、{二正寺務の典墜であった西生懐忠、等

の調査によるものである。その発見の経緯や

その後の真偽論争については、従来からの諸

研究に詳しく述べられているのでここでは省

略するが、それらの文献によると、墓碑は現

在のように石の洞に以前から納められていた

のではなく、板石の上に直接建てられ風雨に

さらされていたようである。そして、人々は

これを「救世菩薩の墳Jと言い、「人魚、塚(墳
又は墓ともある)J と呼んで、いたようである⑪。

また、文亀元年 (1501)の元留を写したとさ

れる『興福寺領近江留蒲生郡

左久良十七郷摺給調jには、「大内蔵人時頼墓j

と言己さtしている@o
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4.調査の結果

集をiヨ的としたものであり、写真撮影、実測、

妬本、石材鑑定を行った。

規模及び形状は次のとおりである。高さが

48.8cmのほぼ八角柱状を呈し、頂部から、 4.4

cm下方の所まで鈍く尖らせである。底

部のi揺が20.8cmであるのに対して、]頁

部は18.8cmとなっていることから、底

部から頂部に向かつてわずかながら細

くなっていることがわかる。法部はほ

ぼ平坦で、柄穴等の特別な細工は認め

られない。なお、]頃部から f1J13.3cm

の位置には、4.4cmにわたるクピレがあ

り、最もクピレの大きい所でのr[.屈は

18.0cmを測る。頂部から29.0cl11下方位

置での水平断面は、一辺8.0'"'"'9.2cmの

ほぼ正八角7t;となっている。

銘文は 8面の内 1面おきの計3面に

1行ずつ合計22文字がi陰刻されている。

銘文の詳細は第4図のとおりである。



にかかわらず今後も両国のさらなる親交を深めてゆく

べきであると考える。

最後に、今回の調査にあたり、遠方にもかかわらず

現地まで出向いていただいた宇野光一、西国弘の両氏、

また、何かと便宜を図っていただいた地元の増田喜一

郎氏、植田慶一氏夫妻、全般にわたって指導と助言を

いただいた側)滋賀県文化財保護協会調査整理課長兼康

保明氏に、感謝の意を表したい。(日永 伊久男)

(岩石学)の鑑定により、大字小野に所在する石小山産

の黒雲母花商岩であることが判明した。石小山は前川

左岸に所在する標高340m余りの低い山で、北側中腹に

は通称「石切場Jと呼ばれる所があり⑬、かつては花嗣
岩の産出地で、現在でも採掘跡や石商等が見られる⑬。

また『近江輿地志略Jにも「土民石を取って業とすJ
とあるように⑫、古来から石材が切り出されていたよ

うである。
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5.おわりに

今回の調査により懸案であった鬼室集斯墓碑の基礎

資科が収集でき、特に材質とその産地が確定できたこ

とは大いなる成果であった。そして、墓碑に加工され

た花闘岩が地元の石小山より切り出されたものである

ということは、石小山における花掲岩採掘の歴史を湖

れば、おのずと墓碑の作成年代の上限が決定できるの

ではないかと考えられる。あらゆる輪送手段が確立さ

れている現在ならいざ知らず、水運や人馬による輸送

手段しかもたなかった近世以前においては、石材の交

易範囲は産出地を中心とした限定されたものであった

はずであり、ましてや花関岩という普遍的な石材であ

ればなおさらのことであろう。ちなみに近江八幡市岩

倉も花闘岩の産出地として有名であり、このことから

考えても石小山の花闘岩の流通範囲はやはり日野町を

中心とする地域と考えるのが妥当で、あろう。幸いにも、

B野町は石製の建造物や工芸品の宝庫であり、これら

を丹念に調査していけば、石小山石切場の起源を知る

ことができるのではないだろうか。

鬼室集斯墓碑の製作年代や真偽のほどはさておき、

いずれにしても、日野町大字小野の鬼室神社にこの墓

碑が現存するということは否定できない事実である。

そして、大字小野の辻家の『過去帳Jには下記の記述
があることから⑬、大字小野には鬼室集斯の子孫が

代々住み着いてきたということになる。仮に百歩譲っ

て、墓碑やこの記述が作

為的に担造されたものだ

としても鬼室集斯と大字

小野を結び付ける何かが

あったからだと考えるべ

きである。 それが単なる

伝承であろうともよいわ

けで、鬼室集斯を祭神と

した鬼室神社が日野町大

字小野にあるという事実

だけで十分で、ある。この

事実によ って大韓民国恩

山面と国際交流が成立し

たのであり、墓碑の真偽
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